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水庭ﾘﾍﾞﾝｼﾞ 
 

佐藤 透 
 

今年も、川魚（淡水魚）の捕獲にもってこい

の季節がやって来た。子供ら 3 人とも大学や

高校(入寮)で出っ払い、作業助手が誰～れ

も居なくなって少々難渋はするけれど。から

っからの天気が 3 日も続いたあとの週末は、

ﾚｾﾌﾟﾄ業務もさておいて、そわそわ絶好のﾎﾟ

ｲﾝﾄへと赴く。 
そういえば山野峡から小田川にかけての

自然も、年々生き物が少なくなってきた気が

するなぁ。でもいったん川に入ってしまえば

そんなことはすぐに忘れて、もっぱら獲物を

狙ってる。あれはｵｲｶﾜ、ｶﾜﾑﾂのちびかも、

ｽﾞﾅｶﾞﾆｺﾞｲもいるいる、鮎は鮎っ子はおらん

かね、砂底のこれこれこれはｶﾏﾂｶじゃで、や

っぱりぃ、一丁上がりぃ。 
川の水量が減ると、水を求めて底物が案

外浅瀬の岩陰に潜んでいるもんだ。ややゃ、

このぬるぬる感はなんじゃらほい。岩間を探

った手にただならぬ感触、じわりじわりと両手

を差し入れて、手のひらと岩底との空間に奴

っこさんを留める。これを取り逃しては夢見が

悪いとばかりに、目いっぱいの我慢をする。

川面に背伸びしてふ～っとひと息いれて、ふ

たたび水中での捕獲作業に取り掛かる。これ

これあばれるでない、こっちがしっぽじゃな、

指先に思わず力が入ってしまって、あっこり

ゃまずい。押しつぶすことなく逃がさずこちら

に頭を向かせる。こりゃぁ、指と指の隙間から

こぼれるでない。岩肌と手掌でこさえた空間

をそろりそろりと上方向に移動して、そのまま

かかえてｺﾝﾋﾞﾆ袋にいっきに流しこむ。あっこ

りゃｷﾞｷﾞじゃん、やっぱし。捕獲されるとぎぎ

っｷﾞｰと鳴きをいれる、鳴き魚。超大物、大漁

じゃ大漁じゃ、ほんに粘り勝ち。捕獲したあと

籠といっても半透明の単なる昆虫採集器に

移し替えて、ゆうに 20ｃｍはあろうか、淡いﾓｽｸﾞﾘｰﾝのつやつやとした肌を空に透かして眺め
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ては、しばしの裕福な時間を楽しむ。 
昨年は、ｻｷﾞ太とご近所のﾉﾗ猫そして鯉ﾍ

ﾙﾍﾟｽ（KHV）にしてやられた水庭だったけれ

ど、今年はﾘﾍﾞﾝｼﾞ、revenge（雪辱）せんとけ

ん。ｻｷﾞ太は悠然と屋根の尾根に陣取って、

水庭を監視する。地上はるかの高所からでも、

U2 偵察機はたまた軍事衛星にも負けず劣ら

す、獲物を捕捉するや巡航ﾐｻｲﾙのごとく急

降下してやってくる。鮒や真鯉の黒ものはい

いけれど、色ものとくに光りものの錦鯉は目

立つらしい。通販で手に入れた、鳥の地磁

気をかく乱し、ﾌﾗｯｼｭ閃光で撃退する防鳥

器の優れものや嫌がる超音波を発するねこ

ﾊﾞﾘｱｰなど 新の科学機器の数々は、野生のものにはてん～で歯が立たない。それじゃぁｻｷﾞ

太やﾉﾗを物理的に寄せ付けない網を池に張り巡らせる以外にありゃぁせん。鳥と猫がくぐれな

い網目ｻｲｽﾞで水庭のｻｲｽﾞにぴったりの防鳥

網をｲﾝﾀｰﾈｯﾄで早速ｵｰﾀﾞｰﾒｰﾄﾞした。 
鯉がいなくなって大量発育し、水庭全域を

占拠したﾎﾃｲｱｵｲ草は、昨秋全てを処分し、

子供ら総出で水庭池底を大掃除した。それ

から水を抜いたまま、からからにすること 4 ヶ

月、濾材も更新して 3 月初旬に新しく水を張

った。濾過ﾊﾞｲｵ（B-4）をたっぷり加えて準備

万端、手始めに、餌金 100 匹とﾀｲﾘｸﾊﾞﾗﾀﾅｺﾞ

300 匹を入れてみた。またまたﾋﾞｯﾀﾞｰｽﾞのﾈｯ

ﾄｵｰｸｼｮﾝ

[http://www.bidders.co.jp/koi/index.html]に
お世話になることになった。当歳の若鯉から３年物まで、つぎつぎと仲間を増やし賑やかな

日々が始まった。 
何としたことか、4 月の半ば、ちょうど水温

の上がる時期に、またもや鯉だけが餌を食わ

なくなり、やがてぽろぽろと毎日死んで浮か

んだ。やれやれ、またかいな、やっぱどこか

にｳｲﾙｽが居残ってたんかなぁ。水庭掃除の

際に薬剤消毒も追加しとけばよかった。鯉ﾍ

ﾙﾍﾟｽも所詮はｳｲﾙｽ感染、HIV や HCV 感染

例での手術場殺菌と同じく、塩素が効くとの

こと。農林水産省のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ

[http://www.maff.go.jp/koi/]では、次亜塩素

酸ﾅﾄﾘｳﾑ溶液かｻﾗｼ粉（次亜塩素酸ｶﾙｼｳﾑ、

ﾌﾟｰﾙ殺菌剤）を有効塩素濃度 200ｐｐｍで 1
時間暴露するのがいいって書いてある。だけど、水を張って大勢のお魚さんがすでに住みつ
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いているこの水庭じゃぁ、いまさらできません。

ならば、じゃの道は蛇、養鯉事業主から、こ

の方面の 新情報を得た。米国では航空機

の機内飲料水の消毒に使用が義務づけら

れている、水成二酸化塩素(ﾌﾟﾛｳｼﾞﾝ) 
[http://www.bio-cide.jp/index.html]を飼育水

に 12ppm 量投与すると、秒単位、分単位の

時間で塩素の 7 倍の殺菌力が得られる。超

短時間で鯉ﾍﾙﾍﾟｽｳｲﾙｽが取り除けるとのこ

と。もちろん魚にもﾋﾄにも無害で、即座に使

用した。これで鯉ﾍﾙﾍﾟｽは完治できた。 
しかるに、次の日もまたその次の日も、鯉が水面をぱくぱくと鼻上げで、喘いでいたかと思う

と翌日には死んでしまった。こうなると弱いｳｲﾙｽよりもしぶとい細菌による感染が原因ということ

になるなぁ。鯉仲間の情報から、今頃の時分

は鰓病（えらびょう）が流行っとるでぇって。指

摘されて鰓を調べてみたら、ピンク色の鰓の

ものはなく、死んだ鯉すべてで鰓がただれて

茶色から黒褐色に変色していた。これじゃ鼻

上げして呼吸困難にもなるわけじゃね。鰓病

について調べてみると、その後の新鰓病から

新々鰓病、昨今は錦鯉の里新潟あたりでも

新々々鰓病なる細菌感染が蔓延していると

のこと。これには抗生物質の投与が必要に

なる。 
貴重な錦鯉であれば、昔はｹﾞﾝﾀｼﾝを胸

鰭根元に筋注(?)すると治っていた。しかし、今のご時勢、新規の薬剤でないともはや効かない

という。水面下では耐性菌の発生が当たらず触らずの問題となっているってわけ。ほんじゃ、

期限切れのｱﾐｶｼﾝかｲｾﾊﾟｼﾝでも使うてみるかね。MRSA、はたまた耐性 MRSA でも出たらど

うしょうかな。そういえば土用の丑の日、中国の鰻（うなぎ）養殖場で未認可薬剤が使用された

め輸入禁止となり、今年は鰻が少々品薄だ

ったなぁ。養魚場やその他の養殖業界であ

れ、われわれ医療の世界であっても、抗生

物質と耐性菌はいずこも同じく、みなさんお

困りのご様子。 
やはり、鯉に限らず、動物、はたまたﾋﾄで

もそうかもしれないけど、病気の治し方には

共通するものがあると思う。このご時勢、医療

と介護がいつのまにやら別立の制度に振り

分けられたけれど、医療も介護も行き着くｺﾞｰ

ﾙは同じところにあるはず、ですね。病気や

細菌・ｳｲﾙｽの本丸をﾋﾟﾝﾎﾟｲﾝﾄで撃破するよ

りも、とりあえずはそれらと共生し、やがては打ち負かす体力・免疫力をつける長期的作戦で
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総合力を培う方がﾓｱﾍﾞﾀｰじゃない。西洋医学がだめなら東洋医学でやるっきゃない、医者が

居なけりゃ長老の知恵を借りるしかないって

感じ。病気に強い鯉を育てるには、日々の食

餌養生それこそ生活養生が肝心だね。 
天然ｴｷｽ配合の鯉用飼料の商品ｺﾋﾟｰに

[http://www.niigata-net.com/]、“野生動物は

ほとんど病気にかかりません。それは常に酵

素やﾋﾞﾀﾐﾝ、ﾐﾈﾗﾙの宝庫である野草を食べ

ているからです。野草に大量に含まれている

有効成分によって体内の免疫力が高められ、

自然治癒力がいかんなく発揮されているから

です”とある。ごもっともでありんす。早速に天

然高濃度ｴｷｽと野草ｴｷｽ配合ﾌｰﾄﾞを取り寄

せた。にんにくっぽい臭いが強烈で、元気も

りもり出そうだけど、お魚さんはすぐには喰いつかない。ﾋﾄにも使える免疫力を高めるというｲﾝ

ﾄﾞﾈｼｱ原産薬用植物ﾊﾟﾁｪ：ﾉﾆ（ﾔｴﾔﾏｱｵｷ）[http://www.kanzai-net.co.jp/]を手に入れて、これ

を混ぜてみた。試しに賞味するとﾐﾛかｺｺｱっ

ぽいい～いお味となった。配合ﾌｰﾄﾞとﾉﾆ、さ

らにお化け野菜ができる地元因島産の万田

酵素[http://www.manda.co.jp/]を混合し、水

で餌粒の硬度を調製した。この特別治療食

を与えることが、毎朝の日課となった。 
結局のところ、日々の食餌養生で、お魚さ

んはみんな食欲・免疫力増進が得られて、こ

れで水庭ﾘﾍﾞﾝｼﾞ。その後の錦鯉飼育は順風

満帆で、いろいろな種類、ｻｲｽﾞの錦鯉がとこ

ろ狭しと水庭を周遊する。華やかな花秋翠、

ｼﾝﾌﾟﾙな浅黄、粒々真珠鱗（しんじゅりん）の

紅白、きらきら輝く銀鱗空鯉・銀鱗昭和・銀鱗緋写り、もっともっと大きくなる雪舟の白写り、これ

からおお化けお楽しみ葡萄衣（ぶどうごろも）、超ﾚｱ物の銀鱗丹頂五色三色などなど。おまけ

に江戸錦、ｵﾗﾝﾀﾞ、らんちゅう、丹頂、出目金、ｺﾒｯﾄなどたくさんの金魚やﾀﾅｺﾞたち、はたまた

川えび、ﾄﾞﾌﾞ貝もみ～んなみんな一緒に住んでいる。 
今では、水庭の住人は、餌缶の音や手拍子だけでなく、居間の掃除機にもすばやく反応し

て、いっきに群れ成し淵に迫り来る。水庭に住む鯉たちの持つ本質的な純朴さに癒され、餌

やりに邁進する迫力に元気を頂戴する毎日である。                 (060901 記） 


